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　３Dプリンターは10年余
り前にパソコンショップに
現れまして店舗を賑わして
いました。暇があれば３D
プリンターを見に行ったも

のですが。５、６年で姿を消してしまい
ました。今では、どこの店舗に行きまし
ても展示していません。手に入れるには
インターネットショッピングで購入する
しかありません。それは、３Ｄプリンター
はソフトウェアがなければ自分の目的と
するものを作れないからです。その為に
は「３Ｄ－ＣＡＤソフト」または「３Ｄ
グラフィックソフト」を使いこなす必要
が有ります。
　私も数年前に安価な物を入手しました。

最初の２週間は問題なく動いてくれまし
たが、その後は分解、組み立て、調整と
繰り返して使っていました。今の３Ｄプ
リンターは３台目になりますが順調に使
えていました。しかし、２年程前からソ
フトのライセンスが切れたので使えなく
なりました。半年程前に無償のソフト

「Free CAD」を見つけまして現在それを
使いこなすために四苦八苦しています。
　久しぶりにネットで３Dプリンター
の欄を見ていましたら16色のフィラメ
ント（３Dプリンターの材料）の使え
る機械が販売されていました。１個の
カートリッジに４個のフィラメントが入
りまして、そのカートリッジを４台接続
できるようです。これで16色の物が作
成されるようです。作成速度も５倍とか
６倍と高速になっています。現在持って
います３Dプリンターですと20cmの立

方体で10時間余りかかりますし、色は
単色です。この16色の３Dプリンター
は多色で印刷される事を思いますと、何
か今までにない楽しいものを作ることが
できるのではないかと考えてしまいま
す。
　人生100年時代、残り26年楽しく過ご
したいものです。私の叔母が今年103歳
で北九州小倉で健在です。私が高校１年
の夏休みに父が亡くなりました後、生活
の面倒を見ていただいたのが叔母です。
九州の田舎から大阪に行くように促して
くれたのも叔母です。叔母が言うには「死
んだら遺骨を京都のお寺に持って行って
ほしい。」とのことです。叔母より先に
死ぬわけにいきませんので、残りの時間、
楽しみが見つかり良かったです。
　皆さん元気に100歳まで生きましょ
う！　　　　　　　　　　　　　　（雅）
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ご案内ご案内ご案内

開催日　５月30日（木）
会　場　なら歴史芸術文化村
集　合　天理駅改札口付近　11：10
参加費　3,000円（昼食代込み）

友の会　春のつどい

日 内　容 日 内　容 日 内　容

 １ 広報誌新年号第395号発行

 ７ よりそいの会あかりスタッフ養成研修会

 10 広報委員会

 11 すこやかテレフォン自主研修会

  イオン黄色レシート店頭活動参加

 12 ブラッシュアップ研修４

 13 運営委員会

 14 新春交流会

 16 日本いのちの電話連盟近畿・中部地区ブロック会議（滋賀）

 20 プロアクティブミーティング

 21 相談員委員会

 28 全体事例研B

  自死遺族支援“よりそいの会あかり”つどい

 ６ 友の会役員会・会計監査

  第59回友の会シネマサロン

 ８ 県庁記者クラブ訪問

 ９ ブラッシュアップ研修４

 10 運営委員会

  日本いのちの電話連盟自死遺族支援オンライン研修

 11 イオン黄色レシート店頭活動参加

 13 自死遺族支援検討会・シェアリング

 23 相談員委員会

 25 よりそいの会あかりスタッフ養成研修会

 ２ 認定委員会

  第47期インターン受け入れ面接

 ３ ワイワイガヤガヤ交流会

 ５ 養成委員会

 ７ 友の会役員会・会計監査

 ８ ブラッシュアップ研修４

 ９ 運営委員会

  全体事例研C

 10 すこやかテレフォン研修会

 11 イオン黄色レシート店頭活動参加

 12 自死遺族支援検討会・シェアリング

 16 第47期インターン就務式

 24 相談員委員会

  よりそいの会あかりスタッフ養成研修会

12月 1月 2月

発　行　令和６年 4 月 1 日
創　刊　昭和54年10月20日

発行人　森　岡　正　宏
編　集　協会広報委員会
印　刷　共同精版印刷㈱

　表紙は「饅頭まつり」の写真です。鎌
倉時代、奈良に中国から帰化した青年僧
が伝えた蒸し物が饅頭の始まりと言われ
ています。主食ではないが饅頭などの甘
い食物は、人のお腹だけでなく心も満た
してくれます。
　さて、奈良いのちの電話は今年、設立
45周年を迎えます。45年の歳月の中で
出会った声を４回にわたって振り返りま
す。今号は「経済・仕事」に焦点を当て

ました。そこに見えてきたのは、社会の
変化、時代の流れに翻弄され苦しむ人の
姿です。１月１日の能登半島地震の発生
から３ヶ月たちました。いまだ住む所も
なく避難所などで何とか命をつないでお
られる方が多くいます。これから生業を
立て直していくことは並大抵のことでは
ないと思われます。
　先の見えない今日、心して受話器を
取っていきたいと思います。　　（浅）

編 集 後 記

春
第396号

2024

特 集“さまざまな声に出会って”
　　 ～ partⅠ「経済・仕事」～

会員定期総会第46回

日　時　　６月30日（日）　13：30～
場　所　　NID会館

「母さん　俺は大丈夫」
脚本　水橋 文美江　　出演　山田 涼介

日　時　6月12日（水）13：30～
会　場　NID会館３F
参加費　500円（茶菓子代含む）

第60回　友の会シネマサロン

11月～１月
11月～１月
11月～１月

S54年11月1日～R６年１月31日受信総件数
相 談 件 数
相 談 時 間

4,629件
3,711件
1,945時間21分 受信累計 1 , 3 0 9 , 9 5 8 件

奈良　３５局１０００番の受信状況 令和５年11月～令和６年１月
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いのちの電話インターネット相談
https://www.inochinodenwa.org

24時間受付インフォメーション

毎日 10：00～22：00

ナビダイヤル 自殺予防いのちの電話

0570-783-556
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殺
予
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成 月～金 18：00～21：00　土・日・祝 13：00～16：00

広報誌のバックナンバーはこちらからご覧になれます。
https://www.nara-inochi.jp/m3_4.html

第48期電話相談員養成講座受講生募集
開講期日　（前期）2024年 4 月27日～ 8 月 3 日
　　　　　（後期）2024年 8 月24日～11月23日
　　　　　　　　毎週土曜日　14：00～16：30
受 講 料　前期・後期　各25,000円
　　　　　（実習実費は別途）
開催場所　NID会館（奈良市西大寺本町８-27）

詳しくは「奈良いのちの電話」
ホームページをご覧ください。
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③�バブルがはじけて社会全体に不景気の波が押し寄せ、求職
活動を続けるがなかなか良いところがなく、やがてうつ病
になった
　�　就職ができない。どこも断られた。何か資格を取ろうと
予備校に行ったが思うようにいかなかった。こんな歳に
なってしまった。うつ病にもなってしまった。妹はすでに
就職して会社で働いているので、父からは早く就職しろと
言われています。

�第二群から　�勝ち組・負け組　IT革命　負け犬　�
格差社会　ゆとり世代　事業仕分け

④�夫はずるい。仕事を返して
　�　介護のために離職した。７年間のブランクで再就職しよ
うとしたが、社会情勢が変わって思うように復職できな
い。そのつらさや焦りを夫は全然わかってくれない。
　�　「まあ、しばらくゆっくり休めよ」って言うのです。夫
はずるい。私のつらさや痛みを共有したら損だと思ってい

�第一群から�　�バブル崩壊　リストラ　就職氷河期　�
を背景に

①�大学を出たけれどバブル崩壊で仕事が見つからない、10
年間、短期のアルバイトしかない
　�　卒業してから10年間、仕事についても長続きせず転職
ばかりしている。２、３日で終わるバイトをしているがそ
れももうすぐ終わる。周りの人はちゃんと会社員になって
いる。自分は運が悪くてこんな歳になってしまった。
②�経済大国と言われているが貧しさと孤独から瞑想の領域に
入る青年
　�　貧しかったです、いつも空腹でした。思い浮かべるのは
食べ物のことばかりでした。物心ついたときは、友人もい
なく一人ぼっちでした。まともに学校にも行けませんでし
た。信じてもらえないかもしれませんが、僕は４歳の時に
瞑想の域に達したんです。あらゆる宗教を卓越した導師と
して生きていきたいんです。

“さまざまな声に出会って”　　　
　 ～ part Ⅰ「経済・仕事」～

「奈良いのちの電話」が設立されて45年になります。電話を通して相談者の様々な気持ちをお聴きしてきまし
た。相談員がその思いをつづったコラムが広報誌に登場したのは1982年（昭和57年）４月号からでした。当時の流
行語に「ネクラ」「心身症」がありました。時代を反映する相談電話も多くあります。
その後40余年電話相談を継続する中で、広報誌コラムの「相談の窓口から」（～2010年３月まで）と「相談の現場
から」（2010年夏号～現在）に掲載された様々な相談を振り返ります。特集記事としては「経済・仕事」「保健・病
気」「人間関係」「家族」の４つのテーマに分けてお送りします。今回は「経済・仕事」について取り上げます。

45年の流れ 流行語　社会

第
一
群

設立から15年（1979年～1994年）
自殺者数平均21,938人

第２次オイルショック　　心身症　　新人類
男女雇用機会均等法　　フリーター　　３K
３高　　過労死　　バブル崩壊　　リストラ
就職氷河期　　インターネット

第
二
群

設立から30年（～2009年）
自殺者数平均28,805人
平成10年からは14年間連続で
３万人を超える

阪神大震災　　勝ち組・負け組　　IT革命
スローライフ　　自己責任　　負け犬　　格差社会
自殺防止対策基本法　　ゆとり世代　　事業仕分け
リーマンショック

第
三
群

設立から45年（～2024年）
東日本大震災　　子ども食堂　　ブラック企業
闇営業　　コロナ流行　　Z世代　　
ジェンダー平等

奈良いのちの電話設立45周年特集
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るんです。もううんざりです。
⑤�仕事が無く毎日の借金取りに悩まされる男性、妻とは離婚
　�　「景気が悪くなって、このままじゃ、にっちもさっちも
いかんわ。夜逃げしても逃げ切れんし、死ぬしかないのか
なぁ。毎日借金取りが押しかけてきて家内もたまらんよう
になって、離婚届を置いて家を出たんですわ。まあ、今の
わしにとっての問題は、首をくくらなあかんとこまで追い
込まれているということや。食欲もなくなっているので。
健康とは言えんわ」
⑥�自分は一流企業のコマの一つだと知り、転職したが誘って
くれた社長の急死、跡継ぎの現社長の勧めで現在の会社に
勤めたが。自分をやめさせようとする仕打ちに負けずに働
き続けようと思う
　�　アルバイト先の社長に是非、うちに来てくれと誘われま
した。大企業ではコマの一つに過ぎないと思ったので転職
しました。全力で仕事に取り組んで皆からの信頼を得てき
ていたのに、社長が事故で急死したんです。息子が次の社
長になってから僕への妬みもあって意見が合わずに居づら
くなりました。不景気で経営不振になってリストラが始
まったんです。でも家族のためにリストラに負けずに頑張
ります。
⑦�会社の倒産から妻と離婚、死ぬしかないと話す男性
　�　脱サラして自営業を始めたんです。１年分の給料を一日
で稼いだこともありました。しかしバブルがはじけて倒産、
妻は「もう、いやって」子どもを連れて実家へ帰ってしま
いました。「金の切れ目が縁の切れ目、この薄暗い部屋で俺
は何を考えているんだろう…もう死ぬっきゃないかなぁ」
⑧�夫がリストラにあって失職したが、再起を信じる妻からの
相談
　�　もうお先真っ暗です。夫は５年前、会社が倒産、やっと
今の会社に入ったのに不況でリストラされました。「会社
は社員を使い捨て。どうして弱い者ばかりいじめられるの
ですか」。夫は、自分の存在価値も感じられなくなって一
日中ごろごろしてテレビばっかり見ている。イライラして
私まで落ち込んでしまいます。

 第三群から　ブラック企業　コロナ流行　Z世代

⑨�30歳　リーマンショック　資格に挑戦　ゆとり世代は使
えない
　�　学生時代にリーマンショックで内定を取り消されまし
た。そのあと就職試験を受け続けましたが、ことごとく落
ち、自分は社会に役に立たない人間なんだと感じました。
結局派遣で働き始めた会社ではパワハラを受け、「ゆとり
世代は使えない」と言われました。好きでゆとり世代に生
まれたんじゃないんですけどね。自分に自信をつけるため
にいろいろと資格を取っているんです。
⑩�コロナで業績不振になり56歳でリストラされ、その上家
庭崩壊
　�　若い時から仕事頑張ってきたのにコロナで業績不振に

なって切られた。この年ではハローワークに行ってもなか
なか難しい。家にいる時間が増えて、嫁さんとも衝突が増
えた。娘も母親について出て行ってしまった。家族のため
に頑張ってきたのに、気がつけば一人になっていた。
⑪�コロナで仕事がなくなり生きる道を模索する男性
　�　新型コロナについて、連日報道されていた頃、コロナで
仕事が無くなった。知人に頼ったが、知人にも雇う余裕が
ない、倒産するかもわからんと言われ、八方塞がりで死ぬ
しかないと思った。九州では仕事があると聞いたので、知
らない土地へ行く不安はあるが一歩を踏み出すべきか迷っ
ている。

（ここに掲載された事例は実際の電話の内容そのままではありません）

 相談から見えてくるもの

悩みを抱えて苦しんでいる人たちの生きづらさは、その人
個人の問題にとどまらず、経済・社会の状況から大きな影響
を受けています。経済発展を遂げ、みんなが便利で豊かな社
会を享受しているかのようにみえるけれども、生まれた年や
性別、地域、家庭環境などの影響で必ずしも思い描いた職
業、生き方を選べなかった人たちからの相談がたくさん寄せ
られています。日本は「やり直しのきかない社会」といわ
れ、ずっと低い収入にとどまっていても自己責任と言われて
きました。逆に、大企業に就職して家庭を持ち順風満帆にみ
える人でも、長時間労働や責任の重さ、職場の人間関係など
で心を病む人もいます。また、情報通信技術（IT）がコロナ
禍の影響でさらに進化し、対面でなくてもオンラインで仕事
や勉強ができる社会になった反面、仕事でデジタル機器を使
いこなせなくて取り残され、鬱になって退職を余儀なくされ
た人たちからの相談もあります。
「多様な働き方の実現」「女性が輝ける社会」という名の
もとに広がった非正規雇用は、低賃金で景気の調整弁として
利用され、コロナ禍ではサービス業の非正規女性が真っ先に
解雇されていきました。コロナのため、看護や介護の仕事は
働く環境がさらにきつくなり、燃え尽き症候群などで離職せ
ざるを得ない人が増えました。性別にかかわらず、人口減少
で今後労働人口も減少していくことが予想されるなかで、雇
用する側も離職者を減らすために、メンタルヘルスの向上や
パワーハラスメントの防止、労働環境の改善向上、働き方の
多様なスタイルへの対応が必要になってくると思われます。
コロナ禍で業績不振になった企業がなかなか業績を回復で
きずに苦しむところも多いようです。コロナ関連の融資の返
済などで資金繰りを維持できず、倒産する中小企業の経営者
やその家族から自死に関する相談が寄せられてくることが、
今後も続くだろうと思われます。
奈良いのちの電話では、働く人たちのそれぞれの立場や状
況から生まれる苦しさ、つらさ、くやしさなどの感情を受け
とめる役割としての電話相談の大切さをこれからもつないで
いきたいと決意を新たにしています。� （広報ＷＧ）
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奈良県自殺対策連絡協議会座長で当協会自殺予防委員長の
神澤�創先生をお迎えして開催しました。
子どもをめぐる問題（ヤングケアラー・不登校・自傷行為・

自殺）を中心に、そこから見えてくる子どもの危機的状況に
対して、どのように受け止め子どもに関われば良いのかを考
えました。そして、電話相談員である私たちは、子どもに「教
えてもらう」「つい
ていく」「一緒に考
える」という姿勢を
持つことが、子ども
の話を聴くことにつ
ながることを学びま
した。� （Y・K）

多様性の時代に

16

～�音をつなぎ、人をつなぐ�～

� 奈良教育大学　学長　宮下　俊也

私の専門は音楽科教育学です。学校の音楽の授業をどう

つくり、音楽で子どもたちの感性をどう磨いていくかを研

究してきました。もし生まれ変わってもこの分野を研究し

たいと思っていますが、もうひとつ、作曲家になれたらい

いな、という気持ちがあります。実は学生の頃から趣味で

作曲をやっているのですが、恥ずかしいので世には出さ

ず、研究室のピアノの下の段ボール箱に隠しています（私

がこの世を去った時、どなたか演奏してくださったら嬉し

いです）。

ところが、ある縁で、新設された五條市立西吉野農業高

校、またそれに続き、本年４月に開校する橿原市立白橿小

学校と、２年前に新設された奈良県立大学附属高校の校歌

を作曲させていただくことになりました。私にとっては夢

のような話です。

歌はメロディ（旋律）が命です。一つひとつの音がつな

がってメロディができていくのですが、私の自己満足では

なく、小学生や高校生が楽しく、そして自分の学校を誇り

に思い、生涯にわたって歌えるようなメロディにすること

は、感性育成の極致であり、私の研究の集大成であるよう

に思えました。

もちろん、リズムやハーモニー、テンポやダイナミクス

も重要ですが、歌詞が表す心情に寄り添って、ドからレへ

つなぐのがいいのか、あるいはドからミヘつないだほうが

より寄り添えるのか、わずかな違いによって、音のつなが

りが生み出す質感は全く変わってくるものです。その質感

は、楽曲全体の質感となっていくのですが、これは「音楽

の側（構造）」のことです。一方、楽曲を演奏したり聴い

たりする「人の側（心）」にも影響をもたらします。その

究極は感動です。

そして、影響を受けた個人と個人が感動を共有したり、

あるいはそれぞれが持つ異なる感性が、ぶつかったり調和

したりして、人々と楽曲に価値が与えられていきます。つ

まり、音と音とのつながりが、やがて人と人とをつなぎ、

社会を豊かにしていくこと、それこそが音楽の持つ最も重

要な意義であると、私は思います。

2024年３月10日（日）、すこやか相談員の集いが開催さ
れました。退任される専門相談員の長年にわたる関わりや想
いをふり返り、感謝の気持ちを込めて花束と記念品を贈りま
した。出席者もすこやかテレフォンへの想いを出し合うなか
で、親睦を深めることができました。� （Ｙ・Ｋ）

自死遺族支援“よりそいの会あかり”では２年に１度、ス
タッフ養成のためのファシリテーター養成研修を実施してい
ます。あかりのファシリテーターは、自助グループのサポー
ト、自死遺族からの専用電話の相談や対面相談を行います。
今回の研修には相談員から10名の参加申し込みがあり、
2023年11月25日～2024年２月25日まで４回にわたる
専門研修が行われました。講師は西大寺清浄院住職　佐伯
俊源氏と臨床心理士�渡邉登志明氏です。研修終了後はイン
ターンとして実習と訓練を重ねたのち、あかりのスタッフの
一員として活動していただきます。� （Ａ・Ｍ）

奈良すこやかテレフォン相談時間変更のお知らせ
2024年４月１日から
土・日・祝日は13：00～ 16：00になります。
平日（月～金）は従来通り18：00～ 21：00

すこやか相談員の集い

第９回 “よりそいの会あかり”スタッフ養成研修

奈良すこやかテレフォン研修会
2023年12月10日 　　

「子どもを取り巻く問題を学ぶ」　　　
　　　～ 子どもの気持ちを聴くために ～
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